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広報

Ｎｏ．１０７８

春を彩る中間の景色

遠賀川鯉のぼりまつり（市役所前河川敷）

ゼロ
カーボンシティの実現へ

　2050 年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「中間市ゼロカー
ボンシティ宣言」を令和４年１月 25日に表明しました。中間市では今後、
市民・事業者・団体などのみなさんと協働を進め、気候変動や異常気象の
影響を抑え、豊かで安心して暮らすことができる環境を守り育て、後世に
引き継ぎ、社会経済活動を推進していくことを宣言しました。
　この宣言を表明したことで山口環境大臣からメッセージをいただきまし
た。国や他自治体と連携し、脱炭素化の更なる具体化・加速化を進めてい
きます。
●用語説明
〇�ゼロカーボンシティ…2050 年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを
目指すことを市長が公表した自治体

～脱炭素社会を目指して～



3 Nakama City Public Relations 2広報なかま 5月 10日号

KBCテレビの地上デジタル・データ放送で
中間市のお知らせを発信しています。KBC
でリモコンのｄボタンを押してください。

KBC「ｄボタン広報誌」で情報発信中
2

1

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　
　

 

　
（
入
門
課
程
）

　

遠
賀
郡
４
町
と
合
同
で
開
催

し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
手
話

の
表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

●
日

時　
６
月
29
日
～
11
月

16
日
の
毎
週
水
曜
日（
８
月
17

日
を
除
く
）・
19
時
～
21
時

●
場

所　
岡
垣
町
い
こ
い
の

里（
岡
垣
町
髙
倉
598
‐
１
）

●
対
象
者　
市
内
・
遠
賀
郡
在

住
、
在
勤
者

●
定

員　
20
人
程
度

●
費

用　
３
３
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
人

は
不
要
で
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
３
日
金

　

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
訓
練

●
対
象
者

　
市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
者

●
訓
練
期
間　

週
１
回
で
３
か

月
～
６
か
月
程
度

●
訓
練
内
容

○
訓
練
士
に
よ
る
自
宅
で
の
歩

行
訓
練（
手
引
き
歩
行
、
白

杖
歩
行
な
ど
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

（
点
字
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

●
募
集
人
数　
２
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
緊

急
度
の
高
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
５
月
26
日
木

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
電
話

視覚障がい者への理解を深める
●申込・問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

　

子
育
て
世
代　
　
　
　
　
　

 

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
保
健
師
・
助
産
師
・
栄

養
士
が
い
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
や

ミ
ル
ク
、
離
乳
食
の
相
談
、
子

育
て
中
の
悩
み
に
つ
い
て
電
話
・

来
所
で
の
相
談
、
お
子
さ
ん
の

身
長
・
体
重
の
測
定
も
で
き
ま

す
。
来
所
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
を

調
整
し
ま
す
。

　

離
乳
食
教
室

　

管
理
栄
養
士
が
離
乳
食
前
期

～
後
期
の
講
話
を
行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
計
測
を
希
望
す

る
人
は
、
当
日
実
施
し
ま
す
。

※
試
食
と
託
児
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
日

時　

６
月
７
日
火
・
10

時
～
11
時
30
分（
受
付
は
９

時
30
分
か
ら
）

●
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
し

た
離
乳
食
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

※
４
か
月
児
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
は
当
日
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
３
日
金

●
定

員　
４
組
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話

●
場
所
・
申
込
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

保健センターからのお知らせ
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

第
３
期
中
間
市
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

の
た
め
、
策
定
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。
広
く
市
民
の
意
見
を

聴
き
、
計
画
の
参
考
と
す
る
た

め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
行
う
会
議
に

参
加
可
能
な
人

※
全
５
回
開
催
予
定
で
す
。

●
任
期（
予
定
）　
２
年

●
報

酬　
１
回
の
出
席
に
つ

き
３
５
０
０
円

●
募
集
人
数　
２
人
程
度

●
申
込
締
切

　
６
月
10
日
金
・
必
着

●
申
込
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
用
紙

を
郵
送
か
窓
口
に
提
出

●
必
要
事
項

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
電
話
番
号
、
応
募
の

動
機(

400
字
以
上
800
字
以
内)

※
様
式
は
自
由
で
す
。

●
申
込
先　
福
祉
支
援
課

　
（
〒
809
‐
８
５
０
１　
中
間
一

丁
目
１
‐
１
）

地域福祉計画策定委員募集
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２７０

　

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
「
な
か
ま
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線
」
を
使
っ
て
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）の
全
国
一
斉
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。

●
日

時

　
５
月
18
日
水
、
８
月
10
日
水
、

11
月
16
日
水
、
令
和
５
年
２

月
15
日
水
・
11
時
ご
ろ
か
ら

●
場

所　
市
内
全
域

※
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム　

　
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急

地
震
速
報
な
ど
、
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る

緊
急
情
報
を
消
防
庁
か
ら
人
工

衛
星
を
通
じ
て
、
市
町
村
の
防

災
行
政
無
線（
な
か
ま
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線
）な
ど
を
自
動
起

動
さ
せ
て
、
直
接
市
民
の
み
な

さ
ん
に
対
し
瞬
時
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

全国瞬時警報システム一斉訓練
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

台
湾
総
領
事中

間
市
訪
問

４

３

２ １

　
４
月
11
日
月
、
台
北
駐
福
岡
経
済

文
化
弁
事
処
処
長
（
台
湾
総
領
事
）

の
陳ち

ん

銘め
い
し
ゅ
ん俊
さ
ん
と
総
領
事
夫
人
鄭て

い

静せ

い

み

ん敏
さ
ん
が
中
間
市
を
訪
問
し
、
福

田
市
長
と
の
会
談
や
市
内
企
業
の
視

察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
は
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
台
湾
か
ら
は
昨
年
、
中
間
市
へ
マ

ス
ク
１
６
０
０
０
枚
の
寄
贈
を
受
け

て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
友
好
関

係
発
展
の
た
め
、
交
流
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

１_市役所での会談

２�_ 右から、鄭静敏さん、陳銘俊さん、なかっぱ、福田

市長

３_遠賀川水源地ポンプ室へ観光視察

４_株式会社フロム工業へ企業視察

婦人会が海を越えた人道支援に協力
～平和を願い、ウクライナの人たちのために募金～

　戦闘が激化し深刻な人道危機に直面するウクラ
イナの人たちを支援をしようと、４月 14 日木に
中間市婦人会が募金に協力しました。
　木

き の し た

下幸
さ ち こ

子会長（写真＝右から２人目）は「会員の
中には戦争を経験した人もいます。そんな私たち
が、今苦しんでいる人たちの助けになるように、
そして戦争がない世界になってほしいと強く願っ
て募金しました」と今回の支援への思いを話して
くれました。
　こうした支援の輪が広がり、一刻も早く平穏な
日々が戻ってくることを願っています。

　「ウクライナ人道危機救援金」の募金箱は、市役所
の本館１階総合案内と別館１階、ハピネスなかまに
５月 20 日金まで設置しています。また、集まった救

援金は日本赤十字社を通じて、人道危機対応やウク
ライナからの避難民を受け入れる周辺国とその他の
国々の救援活動に役立てられます。

募金にご協力ください
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指名業者の登録の受付
●問合先　契約課　☎（２４６）６２５５

　

令
和
４
年
度
の
建
設
業
や
測
量

な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書（
市
内
業
者
、
準
市
内
業

者
、
市
外
業
者
）の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
管
路
更
生
工
事

の
登
録
及
び
更
新
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
市
の
指
定
様
式
を
窓
口
に
提
出

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
無
料
）ま
た
は
契

約
課
で
１
部
500
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

●
申
込
期
間

　
６
月
１
日
水
～
30
日
木

●
申
込
先　
契
約
課

　

地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
や

避
難
経
路
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
を
行
う
人
に
対
し
て
撤

去
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

○
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

○
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

●
対
象
工
事

　

道
路
に
面
す
る
高
さ
が
１
メ

ー
ト
ル
以
上
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
を
全
て
ま
た
は

一
部
撤
去
す
る
工
事

●
補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
の
３
分
の

２
ま
た
は
上
限
額
16
万
円
の

い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
込
締
切

　
令
和
５
年
１
月
31
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
建
設
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

中間市ブロック塀等撤去費補助金
●問合先　建設課　☎（２４６）６２６０

中間市役所
【開庁日時】
 土曜・日曜日、祝日、年末年始
 （12 月 29 日～１月３日）を除く
 8 時 30 分～ 17 時 15 分 Facebookホームページ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載するイベン
トが中止・延期になる場合があります。最新の情報は問い合
わせるか中間市ホームページでご確認ください。

広報なかまに掲載するイベントについて
行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です。
●�日時　6月4日土、17日金・15時〜17時
●場所　ハピネスなかま
●問合先　市長公室　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。定員は６人です。
前日までに窓口で予約してください。
●日時　6月4日土、17日金・15時〜17時
●場所　ハピネスなかま
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受付　月曜日〜金曜日・９時〜17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受付　月曜日〜金曜日・９時〜16時
●�場所・問合先　市民生活相談センター　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・９時〜16時 30分
●場所　産業振興課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
２日前までに電話で予約してください。
●������日時　7月13日水・10時〜16時
●場所　ハピネスなかま
●申込先　福岡県交通事故相談所　☎092（643）3168

県巡回交通事故相談

●�日時　毎月第１火曜日・第３月曜日・13時～14時
●場所・問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
●�受付　月曜日～金曜日・８時30分～17時15分
●場所・問合先　人権センター　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

身体障がい者の生活での困りごとなどについて相談に応じます。
●受付　毎月第２日曜日・10時～正午
●場所　ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

身体障がい者福祉相談

若年性認知症での困りごとなどについて、相談に応じます。
どなたでもご参加ください。
●日時　５月20日金・13時30分～15時
●場所　市役所別館地下会議室
●問合先　介護保険課　☎（２４5）7716

若年性認知症交流会

６月１日水～７日火は水道週間　「大切な　水と一緒に　暮らす日々」

　

日
本
に
初
め
て
近
代
水
道

が
造
ら
れ
た
の
は
、
明
治
20

（
１
８
８
７
）年
の
横
浜
で
し
た
。

当
時
日
本
で
は
、
外
国
と
の
貿

易
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、

腸
チ
フ
ス
・
赤
痢
・
コ
レ
ラ
な

ど
の
感
染
症
が
も
た
ら
さ
れ
、

汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
な
ど
に
よ

り
多
く
の
人
が
感
染
し
ま
し
た
。

そ
の
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め

に
、
安
全
で
清
潔
な
水
が
求
め

ら
れ
、
水
道
が
普
及
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
日
本
で
水
道
を
利
用
し

て
い
る
人
は
１
億
２
３
９
７
万

人
、
普
及
率
は
約
98
％
で
す
。

　

上
水
道
事
業
の
管
路
の
総
延

長
は
72
万
㎞
（
地
球
を
約
18
周

弱
）１
年
間
に
供
給
す
る
水
量
は

155
億
㎥
（
琵
琶
湖
の
約
５
分
の

３
杯
分
）と
な
り
、
国
民
生
活
や

経
済
活
動
、
都
市
機
能
の
維
持

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し

て
供
給
す
る
こ
と
は
水
道
事
業

者
の
使
命
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

浄
水
場
の
見
学
が
で
き
ま
す

　

唐
戸
浄
水
場
と
西
部
浄
水
場

で
は
原
水
が
、
ど
ん
な
浄
水
処

理
工
程
を
経
て
、
安
全
で
良
質

な
水
道
水
に
作
ら
れ
る
か
を
実

際
に
施
設
見
学
し
、
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

花
の
種
と
蛇
口
の　
　
　
　

　

パ
ッ
キ
ン
を
無
料
配
布

　

水
道
週
間
期
間
中
は
、
上
水

道
課
で
花
の
種
と
蛇
口
の
パ
ッ

キ
ン
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に　
　

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
使
用
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り

有
効
期
限
が
８
年
間
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
使
用
し
た
水
量

を
正
確
に
計
る
た
め
、
有
効
期

限
が
満
了
す
る
も
の
を
無
料
で

交
換
し
ま
す
。

　

交
換
対
象
世
帯
に
は
、
事
前

に
委
託
業
者
が
「
水
道
メ
ー
タ

ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
配
布

し
ま
す
。
交
換
作
業
中
は
、
一

時
的
に
水
道
が
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
不
在
時
に
敷
地

内
で
交
換
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

交
換
後
は
「
水
道
メ
ー
タ
ー

交
換
終
了
の
お
し
ら
せ
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
交
換
後
、

一
時
的
に
濁
り
水
が
出
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
水
道
の
使
い
始

め
は
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●問合先　上水道課　☎（２４６）６２６４
クールビズに取り組んでいます

●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２
　

市
で
は
毎
年
５
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
、
職
員
が
ネ
ク
タ
イ

を
着
用
せ
ず
軽
装
で
執
務
を
行
う

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
は
、
夏
場
の

電
力
不
足
の
懸
念
と
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
に
、
ま
ず
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
も
う

と
、
市
庁
舎
の
冷
房
設
定
温
度
の

引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　
10
月
31
日
月
ま
で

　

家
庭
で
始
め
る
、
地
球
温
暖

化
防
止
啓
発
運
動
『
や
っ
ち
ゃ

れ
エ
コ
ラ
イ
フ
２
０
２
２
』
を
、

全
国
環
境
月
間
中
の
６
月
12
日

日
に
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
事
業
所
な
ど
、
家
族
み
ん

な
で
地
球
温
暖
化
防
止
や
３
Ｒ

推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
一
般
用
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

入
手
・
提
出
場
所 （
予
定
）

○
環
境
保
全
課

○
市
民
図
書
館

〇
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

○
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

○
底
井
野
郵
便
局

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〇
各
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

●
チ
ェ
ッ
ク
方
法　
実
践
し
た

項
目（
本
人
・
家
族
欄
）に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
シ
ー
ト
の
提
出
方
法　
配
布

場
所
に
あ
る
回
収
箱
に
投
函

●
提
出
締
切　
６
月
30
日
木

●
結
果
の
公
表　
集
計
後
、
参

加
人
数
、
二
酸
化
炭
素
の
削

減
量
な
ど
を

広
報
な
か
ま

や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
予
定

で
す
。

やっちゃれエコライフ２０２２
●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

　中間市食生活改善推進員は、食生活に関する
講習会（養成講座）を受講し修了した後、保健セ
ンターを拠点に地域で健康づくりのボランティア
活動を行っている人たちです。
　この養成講座が３年ぶりに実施されることにな
りました。栄養学の専門的な学習や調理実習を通
じて楽しく学べますので、興味のある人はぜひ参
加してみませんか。講座の申込方法など詳しい内
容は、決まり次第広報紙などでお知らせします。

中間市食生活改善推進員

なかまNewTopic
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昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

新
た
な
変
異
株
の
発
生
も
あ
っ
て
、
世
界

的
な
感
染
拡
大
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
や
県
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
市
民

生
活
を
営
む
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染

収
束
の
目
途
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も

長
期
的
な
対
応
が
必
要
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
し
た
予
算

編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
で
す
が
、
教
育
施

策
と
し
て
、
国
の
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
を
安
全
か
つ
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
分
野
に
お
い
て
は
、
保
育
士
な

ど
の
負
担
軽
減
の
た
め
保
育
所
な
ど
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
、
保
育
所
な
ど

に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
対
す
る

補
助
を
行
い
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
充
実
の
た
め
の
施
策
と

し
て
は
、
中
鶴
地
区
建
替
事
業
及
び
深
坂

団
地
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
を
引
き
続
き

実
施
す
る
こ
と
で
、
快
適
な
住
環
境
を
創

出
し
、
定
住
人
口
の
増
加
や
地
区
全
体
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
業
務
に
お
い
て
は
、
災
害

対
応
特
殊
救
急
自
動
車
及
び
そ
の
資
機
材

の
更
新
、
消
防
指
揮
車
の
購
入
を
行
い
、

救
急
体
制
及
び
災
害
現
場
で
の
指
揮
支
援

体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
窓
口
の
混
雑
緩
和
に
よ

る
感
染
症
拡
大
防
止
と
、
証
明
書
の
取
得

機
会
の
拡
大
に
よ
る
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
取
得
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
は
、
国
の
補
助
金
や
交
付
金
を
活
用

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
や
令

和
４
年
度
補
正
予
算
へ
の
事
業
計
上
に
よ

り
、
感
染
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
継
続
、
地
域
経
済
対
策
の
た
め
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な
ど
を
、
切

れ
目
な
く
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
生

活
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
感
染
症
対
策
と
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
の
両
立
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
間
市
長

予算額 令和４年度 令和３年度
一般会計 188 億 4,847 万円 190 億 9,189 万円

特別会計 109 億 7,020 万円 109 億 7,300 万円

国民健康保険事業 48 億 826 万円 48 億 2,666 万円

住宅新築資金等 133 万円 140 万円

地域下水道事業 51 万円 9,541 万円

公共用地先行取得 10 万円 10 万円

介護保険事業 52 億 7,830 万円 51 億 8,764 万円

　　 保険事業勘定 52 億 4,043 万円 51 億 5,033 万円

　　 サービス事業勘定 3,787 万円 3,731 万円

後期高齢者医療 8 億 8,170 万円 8 億 6,179 万円

企業会計 44 億 6,520 万円 44 億 3,106 万円

水道事業 19 億 4,779 万円 20 億 973 万円

公共下水道事業 25 億 1,741 万円 24 億 2,133 万円

　　　合　　　計 342 億 8,387 万円 344 億 9,595 万円

令和４年度会計別予算額
令
和
４
年
度
会
計
別
予
算
額

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・
歳
出
を
一

般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

中
間
市
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
・
公
共
下
水
道
の
企
業
会
計
が
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
会
計
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
行
い
、
市
民
が
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和４年度　予算
本年度予算が、３月定例市議会で修正可決されました
のでお知らせします。

令
和
４
年
度
予
算
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
が

188
億
４
８
４
７
万
円
で
前
年
度
と
比

較
し
て
1.3
％
の
減
額
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
は
、
342
億
８
３
８
７
万
円
で

0.6
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総

額
が
減
っ
た
の
は
、
中
間
市
立
病
院

の
閉
院
に
伴
う
清
算
費
用
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
本
市
は
、
平
成
27
年
度
以
降
慢
性

的
な
財
源
不
足
に
陥
り
、
財
政
調
整

基
金
等
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
補
う

状
況
が
続
い
た
結
果
、
財
政
調
整

基
金
残
高
は
令
和
元
年
度
末
で
約

１
億
３
千
万
円
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
構
造
改
革
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和
２
年
度
以

降
は
、
財
政
調
整
基
金
を
積
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収

や
市
有
地
の
売
却
な
ど
の
臨
時
的
、

単
年
度
的
な
要
因
に
も
支
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

目
指
し
て
い
く
た
め
、
令
和
４
年
度

予
算
に
お
い
て
も
、
基
金
の
繰
入
に

頼
る
こ
と
の
な
い
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

歳出
１８８億
4,847万円

扶助費
59億 6,544万円
（31.6％）

人件費
31億 1,990万円
（16.6％）

公債費
12億 1,812万円
（6.5％）

普通建設事業費
11億 6,129万円
（6.1％）

繰出金
23億 4,970万円
（12.5％）

物件費
18億 8,871万円
（10.0％）

補助費等
18億 8,055万円
（10.0％）

維持補修費
6,609万円
（0.3％）積立金

11億1,753万円
（5.9％）

貸付金
3,104万円
（0.2％）

予備費
5,000万円
（0.3％）

義務的経費（54.7％）
投資的経費（6.1％）
その他の経費（39.2％）

災害復旧事業費
10万円 （0.0％）

市税
39億 3,119万円
（20.9％）

財産収入
3,296万円
（0.2％）

自主財源（31.9％）
依存財源（68.1％）

歳入
１８８億
4,847万円

使用料・手数料
１億7,466万円
（0.9％）

分担金・負担金
4,773万円
（0.3％）

寄附金
10億100万円
（5.3％）

諸収入・繰越金など
8億 2,602万円
（4.3％）

地方交付税
52億 6,774万円
（27.9％）

国庫支出金
41億 7,206万円
（22.1％）

県支出金
14億 4,418万円
（7.7％）

地方消費税交付金
8億7,136万円
（4.6％）

地方譲与税など
２億8,156万円
（1.5％）

市債
7億9,801万円
（4.3％）

歳出
１８８億
4,847万円

扶助費
59億 6,544万円
（31.6％）

人件費
31億 1,990万円
（16.6％）

公債費
12億 1,812万円
（6.5％）

普通建設事業費
11億 6,129万円
（6.1％）

繰出金
23億 4,970万円
（12.5％）

物件費
18億 8,871万円
（10.0％）

補助費等
18億 8,055万円
（10.0％）

維持補修費
6,609万円
（0.3％）積立金

11億1,753万円
（5.9％）

貸付金
3,104万円
（0.2％）

予備費
5,000万円
（0.3％）

義務的経費（54.7％）
投資的経費（6.1％）
その他の経費（39.2％）

災害復旧事業費
10万円 （0.0％）

市税
39億 3,119万円
（20.9％）

財産収入
3,296万円
（0.2％）

自主財源（31.9％）
依存財源（68.1％）

歳入
１８８億
4,847万円

使用料・手数料
１億7,466万円
（0.9％）

分担金・負担金
4,773万円
（0.3％）

寄附金
10億100万円
（5.3％）

諸収入・繰越金など
8億 2,602万円
（4.3％）

地方交付税
52億 6,774万円
（27.9％）

国庫支出金
41億 7,206万円
（22.1％）

県支出金
14億 4,418万円
（7.7％）

地方消費税交付金
8億7,136万円
（4.6％）

地方譲与税など
２億8,156万円
（1.5％）

市債
7億9,801万円
（4.3％）

●問合先　財政課
　☎（２４６）６２３６

【用語の解説】
●�自主財源と依存財源
　�自主財源は、市税や公共施設の使用料な
ど市が自ら集めることができるお金。依
存財源は、国や県から配られるお金で、
地方交付税や国庫支出金が代表的。市が
独自の施策を行っていくためには、自主
財源を確保することが重要となる。

●�義務的経費と投資的経費
　�自治体の歳出は、義務的経費、投資的経費、
その他の経費の 3つに分けられる。義務
的経費には生活困窮者や障がい者を支援
する扶助費、借金の返済に使われる公債
費、職員や議員の人件費があり、支出が
義務付けられ自由に減らすことができな
い。投資的経費は、将来に向けた支出で、
道路や学校などのインフラ整備を行う普
通建設事業が代表的。
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な
か
ま
愛
句
会

俳 

句

手
を
の
べ
て
桜
・
菜
の
花
・
蓮
花
草
・
愛
で
ゐ
る
ベ
ラ
ン
ダ
喜
寿
の
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

香
り
た
つ
湯
船
の
柚
子
に
浸
り
た
り
南
瓜
い
た
だ
く
日
本
の
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子 

遠
き
日
の
孫
の
歌
な
ど
聞
か
せ
れ
ば
家
族
喜
ぶ
団
欒
の
居
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

内
　
村
　
ア
ヤ
子

中
間
短
歌
会 

選

短 

歌

文芸歳時記

遠
賀
野
の
広
き
美
空
や
落
雲
雀

　
　
　
小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

高
　
橋
　
良
　
輔

東
京
に
一
人
で
住
む
子
入
学
式

　
　
　
鍋
山
町	

岩
　
下
　
マ
ス
子

清
明
や
鳥
は
飛
翔
の
し
ぶ
き
上
げ

　
　
　
朝
霧
四
丁
目	

太
　
田
　
眞
佐
子

体
当
た
り
さ
れ
て
も
困
る
も
ろ
い
骨

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

中
　
野
　
真
由
美

お
見
合
い
で
電
気
走
っ
た
即
イ
エ
ス

　
　
　
中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

不
合
格
そ
の
日
に
絵
馬
も
落
ち
て
い
た

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 

柳

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
歯
科
健
診

　
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
歯
科

医
院
一
覧
表
を
確
認
の
上
、
予
約

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象

○
今
年
度
に
76
歳
に
な
る
人

○
77
歳
以
上
で
、
こ
れ
ま
で
受
診

し
た
こ
と
が
な
い
人

※
長
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
は

除
き
ま
す
。

●
受
診
期
間　
６
月
～
12
月

●
料

金　
300
円

●
持
ち
物

　
受
診
券
、
被
保
険
者
証

●
問
合
先

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

家
庭
用
廃
食
用
油

（
天
ぷ
ら
油
）
の
回
収

　
環
境
衛
生
協
議
会
が
家
庭
用
廃

食
用
油
を
回
収
し
ま
す
。

●
回
収
日
時

　
６
月
12
日
日
・
９
時
ま
で

●
場

所　
各
自
治
公
民
館

※
異
な
る
場
合
は
、
自
治
会
長
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
６
月
７
日
火

※
自
治
会
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
注
意
事
項

○
家
庭
用
廃
食
用
油
以
外
は
、
持

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
洗
剤
な
ど
が
混
入
し
た
廃
食
用

油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

○
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
で
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン

　
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
勧

奨
の
差
し
控
え
が
、
昨
年
11
月
に

解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
差
し
控
え
の
期
間
に
定
期
接
種

の
対
象
だ
っ
た
人
は
、
特
例
で
接

種
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
希

望
す
る
人
は
厚
生
労
働
省
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
、
効
果
と

副
反
応
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え

で
実
施
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
２

種
類
あ
り
ま
す
が
、
３
回
と
も
同

一
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
者
や
接
種
時
の
持
ち
物
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

令
和
３
年
度
女
性
が
ん
検
診

対
象
者
へ
の
お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
度
の
対
象
者
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
今

年
度
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券（
有
効

期
限
が
令
和
４
年
２
月
28
日
の
も

の
）を
持
参
し
、
県
内
の
実
施
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
福
岡
県
医
師
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た

場
合
は
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
可
能
期
間

　
６
月
１
日
水
～
令
和
５
年
２
月

28
日
火

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

生
涯
を
通
じ
た

女
性
の
健
康
支
援
事
業

　
女
性
特
有
の
身
体
的
・
精
神
的

な
悩
み
を
抱
え
る
人
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
相
談
内
容

○
健
康
相
談
等
事
業
…
思
春
期
か

ら
更
年
期
に
至
る
女
性
特
有
の

心
身
の
専
門
的
な
問
題
に
関
す

る
個
別
相
談

○
女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
…
不
妊
・
不
育
症
、
婦
人
科

疾
患
・
更
年
期
障
害
、
女
性
の

健
康
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談

●
面
談
日
時

　
毎
月
第
２
木
曜
日
、
第
３
水
曜

日
・
13
時
～
16
時

●
場
所
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所（
宗
像

市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）４
０
７
０

令
和
４
年
度
「
看
護
の
日
」

　
福
岡
県
は
５
月
12
日
を
「
看
護

の
日
」
と
し
て
、
看
護
職
の
就
業

促
進
・
活
気
あ
る
長
寿
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
看
護
の
日

特
設
サ
イ
ト
」
で
は
、
高
校
生
の

看
護
体
験
の
動
画
放
映
や
看
護
職

に
な
る
た
め
の
情
報
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
開
中
の

動
画
か
ら
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
正

解
者
に
は
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
特
設
サ
イ

ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
期
間　
９
月
30
日
金
ま
で

●
問
合
先

　
福
岡
県
看
護
協
会
事
業
課

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

○
特
設
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://kangonohi-fukuoka.com/

お
知
ら
せ

職
場
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
策
を

　
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
で

感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
す
。
職
場
で
は
特
に
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
、
感
染
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

①
換
気
の
徹
底

②
石
け
ん
液
な
ど
を
使
っ
た
手
洗

い（
手
指
消
毒
）

③
マ
ス
ク
は
正
し
く
常
に
着
用

④
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
テ
レ
ビ
会

議
の
推
奨

⑤
体
調
不
良
の
と
き
は
休
め
る
体

制
を
整
備

⑥
休
憩
の
工
夫（
昼
食
時
の
黙
食
、

距
離
を
取
っ
て
座
る
な
ど
）

⑦
１
日
１
回
、
不
特
定
多
数
が
触

る
部
分
の
消
毒

●
問
合
先

○
平
日
の
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
…
宗
像
・
遠
賀
保
健
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

○
夜
間
・
休
日
に
受
診
先
に
困
っ

た
場
合
…
一
般
相
談
窓
口

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
８
８

５
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
開
設
日
を
変
更
し
ま
す

　
第
２
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日
に

交
付
窓
口
を
開
設
中
で
す
が
、
シ

ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
５

月
は
開
設
日
を
変
更
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
本
人
が
来
て
く
だ

さ
い
。
15
歳
未
満
・
成
年
被
後
見

人
は
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
法
定
代
理
人
も

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

●
開
設
日
時　
５
月
14
日
土
、
29

日
日
・
９
時
～
正
午

●
対

象　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
済
み
で
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
・
電

子
証
明
書
発
行
通
知
書
」
が
送

付
さ
れ
た
人

●
持
ち
物

①
送
付
し
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
通
知
書
・
電
子
証
明

書
発
行
通
知
書
」

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
顔

写
真
付
き
は
１
点
、
な
い
も
の

は
２
点
）

③
通
知
カ
ー
ド

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時

に
③
と
④
は
回
収
し
ま
す
。

●
場
所
・
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

曲
川
清
掃
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
曲
川
を
守
る
会
」
主
催
で
曲

川
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
５
月
29
日
日
・
９
時

～
10
時
30
分
ご
ろ

●
集
合
場
所

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
裏

●
清
掃
場
所

　
蓮
花
寺
交
差
点
付
近
～
親
水
公

園
の
曲
川
河
川
敷
・
沿
道

※
ご
み
袋
・
火
ば
さ
み
は
貸
し
出

し
ま
す
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

開
催
し
ま
す

　

お
子
さ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ・骨
盤
矯
正
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

●
日

時　
５
月
19
日
木
・
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場

所

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対

象　
１
歳
６
か
月
～
４
歳

く
ら
い
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ

ル
１
枚
、
運
動
で
き
る
服
・
靴

●
定

員　
24
人
程
度

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
５
月
18
日
水

●
申
込
・
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

小
麦
粉
粘
土
遊
び
を

開
催
し
ま
す

　
口
に
入
れ
て
も
安
全
な
粘
土
を

丸
め
た
り
ち
ぎ
っ
た
り
し
な
が
ら

指
先
の
感
覚・発
達
を
促
し
ま
す
。

●
日

時　
６
月
10
日
金
・
10
時

15
分
～
11
時
15
分

●
対

象　
１
歳
６
か
月
～
４
歳

く
ら
い
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

汚
れ
た
場
合
の
着
替
え

●
定

員　
20
人
程
度

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
６
月
９
日
木

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

バ
リ
ア
フ
リ
ー
朗
読
会
を

開
催
し
ま
す

　
な
か
ま
音
訳
の
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
、
小
説
や
詩
な
ど
の
朗
読

会
で
す
。

●
日

時

　
６
月
５
日
日
・
10
時
～
11
時

●
定

員　
15
人
程
度
・
先
着
順

※
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
を
優
先

し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

蔵
書
点
検
前
無
制
限
貸
出

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
を
前

に
、
貸
出
冊
数
無
制
限
と
貸
出
期

間
の
延
長
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間

　
６
月
５
日
日
～
19
日
日

※
６
月
21
日
火
～
29
日
水
は
蔵
書

点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

●
場
所
・
問
合
先　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

第
41
回

中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

●
日

時　
６
月
５
日
日
・
９
時

か
ら（
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
）

●
対

象　
市
内
在
住・通
学
者
、

中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
所

属
ク
ラ
ブ
会
員

●
種

目　
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ

ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
、

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス（
男
女
の
組

み
合
わ
せ
の
制
限
な
し
）

●
参
加
制
限　

１
人
２
種
目（
ダ

ブ
ル
ス
と
ほ
か
１
種
目
）ま
で

参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
を
窓
口
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

●
申
込
締
切　
５
月
24
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

　
℻（
２
４
６
）２
８
０
０

新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため、広報なかまに掲載するイ
ベントなどが中止・延期になる場合
があります。
中止・延期などイベントに関する最
新の情報は問い合わせるか中間市ホ
ームページで随時お知らせしますの
で、ご確認ください。

掲載するイベントについて
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無線放送が聞き取れなかっ
た場合はお電話ください。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線
確認ダイヤルサービス

☎０５０（５５７８）２６２４

３月 累計
建 物 0 件 2 件
その他 0 件 0 件
件 数 0 件 2 件

■火災発生件数■

■人の動き■
令和４年３月末現在（前月比）

○人 口…40,145 人（－ 85）
○ 男 …18,874 人（－ 26）
○ 女 …21,271 人（－ 59）
○世帯数…20,424 世帯（＋ 38）

２月 累計
件 数 10 件 20 件
死 者   0 人 0 人
負傷者 12 人 22 人

■交通事故発生件数■

日 曜 ６　　月　　の　　行　　事　　予　　定

1 水 ○７か月児健診　保健センター　（受付12:45から）
○ブックスタート（７か月児）　保健センター　（13:30から）

2 木 ○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）
3 金 ○１歳６か月児健診　保健センター　（受付12:45から）
4 土 ○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（14:30から）

5 日
○第41回中間市バドミントン大会　体育文化センター　（9:00 ～ 17:00）
○両親学級　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
○バリアフリー朗読会　市民図書館　（10:00から）
○蔵書点検前無制限貸出キャンペーン（6/19まで）　市民図書館

6 月
7 火 ○離乳食教室　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
8 水 ○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:00 ～ 15:30）

9 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（6/7までに要予約）　人権センター（10:00 ～ 12:00）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

10 金 ○保育所７月入所申込締切　こども未来課　（17:15まで）
○小麦粉粘土遊び　子育て支援センター　（10:15 ～ 11:15）

11 土 ○マイナンバーカード交付窓口　市民課　（9:00 ～ 12:00）
○第30回中間市少年の主張大会　なかまハーモニーホール　（13:30から）

12 日 環境美化の日
13 月
14 火
15 水
16 木 ○集団健診（予約者のみ）　保健センター　（8:30から）

○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）
17 金 ○集団健診（予約者のみ）　保健センター　（8:30から）

18 土
○集団健診（予約者のみ）　保健センター　（8:30から）
○１日体験講座　季節の水引講座第１回　なかまハーモニーホール　（10:00から）
○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00から）

19 日
20 月
21 火 ○親子３B 体操　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）

○蔵書点検のため休館（6/29まで）　市民図書館
22 水
23 木 ○ミュージック・スクエア♪293 Splende vita　なかまハーモニーホール　（18:30から）

○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）
24 金
25 土
26 日 ○マイナンバーカード交付窓口　市民課　（9:00 ～ 12:00）
27 月
28 火
29 水

30 木
○４か月児・７か月児健診　保健センター　（受付12:45から）
○ブックスタート（７か月児）　保健センター　（13:30から）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

もえるごみの搬入量は、前年度比
３％の減量を目標にしています。
ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

令和３年度
（前年当月）

増減率

3月
809,410㎏  

（876,280㎏） △7.6％

累計
9,857,910㎏

（10,149,520㎏） △2.9％

お
知
ら
せ

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
講
義
と
実
技
を
通
じ
て
犬
の
し

つ
け
方
を
説
明
し
ま
す
。
４
日

間
と
も
受
講
で
き
る
人
が
対
象
で

す
。
詳
し
く
は
受
講
者
用
案
内
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

○
講
義
…
６
月
８
日
水
・
13
時
30

分
～
15
時
30
分

○
実
技
…
６
月
15
日
、
22
日
、
29

日
・
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
全
て
水
曜
日
で
す
。

●
場

所

○
講
義
…
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉

環
境
事
務
所 

遠
賀
分
庁
舎（
水

巻
町
吉
田
西
二
丁
目
17
‐
７
）

○
実
技
…
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

屋
内
運
動
場（
遠
賀
町
浅
木
二

丁
目
31
‐
１
）

●
対

象　

４
か
月
齢
以
上
で
、

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

済
の
健
康
な
犬

●
定

員　
10
組
・
先
着
順

※
未
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
期
間

　
５
月
18
日
水
～
25
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
４
７
）０
３
４
４

人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
家
庭
内
の

困
り
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

相
談
に
弁
護
士
・
人
権
擁
護
委
員

が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

●
日

時

　
６
月
２
日
木
・
10
時
～
15
時

●
場

所

　

岡
垣
町
東
部
公
民
館（
岡
垣
町

東
松
原
一
丁
目
３
‐
２
）

●
問
合
先

○
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局

　
☎（
５
６
１
）３
５
４
２

○
北
九
州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
☎（
５
６
１
）３
５
４
５

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　
交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
や

保
険
請
求
・
後
遺
症
認
定
申
請
手

続
き
な
ど
、
行
政
書
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の

で
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

　
６
月
11
日
土
・
10
時
～
16
時

●
場

所　
北
九
州
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー 

ム
ー
ブ（
小
倉

北
区
大
手
町
11
‐
４
）

●
持
ち
物　
事
故
証
明
書
や
後
遺

障
害
診
断
書
、保
険
証
券
な
ど
、

交
通
事
故
に
関
す
る
資
料

●
問
合
先　
福
岡
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
２（
６
４
１
）２
５
０
１

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自
動
車

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封
の

チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法

○
納
税
通
知
書
…
県
税
事
務
所
、

銀
行
、
郵
便
局
、
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
手
数
料

不
要
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
…
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
Ｐ
ａ
ｙ
‐

ｅ
ａ
ｚ
ｙ（
手
数
料
が
必
要
）、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ（
手

数
料
不
要
）

●
納
期
限　
５
月
31
日
火

●
注
意
事
項　

○
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
売
却
な
ど
に
よ
り
手
元
に
な
い

車
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
場

合
は
、３
月
末
ま
で
に
廃
車（
抹

消
登
録
）ま
た
は
名
義
変
更（
移

転
登
録
）の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
手
続

き
を
依
頼
し
た
販
売
会
社
な
ど

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
福
岡
県
北
九
州
西
県
税
事
務
所

　
☎（
６
６
２
）９
３
１
２

　
☎（
６
６
２
）９
３
１
３

犯
罪
被
害
相
談
窓
口

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

　
福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害

に
遭
わ
れ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
丁
寧
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

心
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先

　
福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
相

談
「
心
の
リ
リ
ー
フ・ラ
イ
ン
」

　
☎
０
９
２（
６
３
２
）７
８
３
０

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
基
準
の
食
品
衛

生
管
理
認
定
の
お
知
ら
せ

　
市
内
飲
食
店
を
対
象
に
株
式
会

社
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
が
菌
数

を
測
定
し
、
食
品
衛
生
管
理
の
基

準
値
を
ク
リ
ア
し
た
店
舗
に
認
定

し
た
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

飲
食
店
を
選
ぶ
目
安
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
「
星
３
つ
」
認
定
店

〇
ぎ
ょ
ら
ん
亭

〇
都
寿
司

新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため、広報なかまに掲載するイ
ベントなどが中止・延期になる場合
があります。
中止・延期などイベントに関する最
新の情報は問い合わせるか中間市ホ
ームページで随時お知らせしますの
で、ご確認ください。

掲載するイベントについて
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■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　市長公室広報係
　☎（２４６）６２７１

市
内
小
中
学
生
に
学
用
品
の
寄
付

４/８

～
子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
た
め
に
～

　
市
内
企
業
の
株
式
会
社
中
島
重

設
代
表
取
締
役
の
中な

か
し
ま島
洋ひ

ろ
と人
さ
ん

（
写
真
＝
右
）
か
ら
小
中
学
校
へ

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
島

さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

楽
し
く
学
校
に
通
え
る
力
に
な
り

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
今

回
の
寄
付
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
に
書
き
方
鉛
筆
、

中
学
１
年
生
に
多
機
能
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
全
小
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

用
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
送
り
ま
し
た
。■

 発
行

　
福

岡
県

中
間

市
役

所
〒

809‐
8501 福

岡
県

中
間

市
中

間
一

丁
目

１
番

１
号

■
 編

集
　

市
長

公
室

広
報

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

koho@city.nakam
a.lg.jp

広
報

な
か

ま
令

和
４

年
５

月
号

N
o.1078

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

16円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

夢
ま
る
し
ぇ
に
新
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

４/11

～
夢
へ
の
第
１
歩
の
ス
タ
ー
ト
～

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
横

に
あ
る
中
間
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
夢
ま
る
し
ぇ
内
に
、
３
月
26

日
土
に
天
ぷ
ら
屋
「
天て

ん
ま
さ政
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
店
長
の
永な

が
す
え末
あ
ゆ
み
さ
ん
（
写

真
＝
右
）
お
す
す
め
は
お
昼
の
ラ

ン
チ
780
円（
写
真
＝
右
下
）。
海
老

や
野
菜
な
ど
６
品
の
天
ぷ
ら
が
味

わ
え
る
大
満
足
な
セ
ッ
ト
で
す
。

　
５
月
中
に
来
店
し
「
広
報
な
か

ま
を
見
た
」
と
言
え
ば
、
え
び
天

１
本
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
中
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
き
る

４/６

～
若
年
性
認
知
症
当
事
者
・
丹た

ん

の野
智と

も

ふ

み文
さ
ん
か
ら
学
ぶ
～

　
厚
生
労
働
省
の
認
知
症
本
人
大

使
「
希
望
大
使
」
を
務
め
る
丹
野

智
文
さ
ん
（
写
真
＝
右
）
が
、
福

田
健
次
市
長
と
対
談
し
ま
し
た
。

　

39
歳
で
若
年
性
認
知
症
と
診

断
さ
れ
る
も
現
役
の
会
社
員
と
し

て
働
く
丹
野
さ
ん
は
、
生
活
で
の

備
え
や
工
夫
が
大
切
だ
と
話
し
ま

す
。「
安
心
し
て
認
知
症
に
な
れ

る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願

う
丹
野
さ
ん
か
ら
、
中
間
市
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
賑
わ
い
に
期
待

３/24

～
市
内
に
大
き
な
買
い
物
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
～

　
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ア
ル
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
の
亀か

め
だ田

晃こ
う
い
ち一
さ
ん
（
写
真
＝
右
）
が
福
田

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
イ
オ
ン
中
間
店
の
閉
店
後
、
ま

ち
の
賑
わ
い
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
13
日
水
に
「
メ
ガ

セ
ン
タ
ー
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」
が
オ

ー
プ
ン
。
お
店
に
は
初
日
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
買
い
物
に

困
る
人
の
利
便
性
向
上
や
雇
用
の

創
出
、
地
域
活
性
化
な
ど
が
今
後

期
待
さ
れ
ま
す
。


